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千
葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
協
議
会

　

　

会
長
　
加
　
瀨
　
晴
　
久

年
頭
の
ご
挨
拶

　
会
員
各
社
の
皆

様
、
二
〇
二
四
年（
令

和
六
年
）、
新
し
い

年
を
迎
え
、
謹
ん
で

年
頭
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
各
社
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
千
葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

協
議
会
の
運
営
に
際
し
ま
し
て
ご
理
解
を
頂

く
中
、
格
段
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
年
明
け
一
月
一
日
十
六
時
こ
ろ
に

発
生
し
た
最
大
震
度
七
を
記
録
し
た
石
川
県

能
登
地
方
地
震
、
現
在
も
尚
続
く
大
小
の
地

震
、
こ
の
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
被
災
さ

れ
た
全
て
の
方
々
と
そ
の
ご
家
族
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
三
年
半

ほ
ど
続
い
た
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
様
々
な
影
響

は
、
五
月
八
日
に
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
五
類
に
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
各
会
社
の
行
事
や
団

体
・
協
議
会
活
動
が
漸
く
活
発
化
し
、
併
せ

て
経
済
活
動
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
戻
り

つ
つ
あ
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
今
の
異
常
気
象
、
世
界
的
に
言
え
る
こ

と
で
す
が
国
内
で
は
、
五
月
、
六
月
に
お
い
て

三
十
度
を
超
え
る
真
夏
日
の
増
加
、
七
月
、
八

月
に
は
、
連
日
三
十
五
度
を
超
え
る
猛
暑
日
が

続
き
、
九
月
の
残
暑
と
十
一
月
、
十
二
月
に
は
、

小
春
日
和
の
日
が
増
え
る
な
ど
、
ど
こ
ま
で
温

暖
化
が
進
む
の
か
、
そ
れ
に
伴
う
台
風
の
強
大

化
、
沖
縄
を
始
め
と
す
る
南
西
諸
島
か
ら
北
海

道
ま
で
全
土
へ
の
影
響
、
暴
風
雨
・
ゲ
リ
ラ
豪

雨
な
ど
自
然
災
害
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
五
月
五
日
に
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と

す
る
震
度
六
強
の
地
震
と
前
に
記
し
ま
し
た

年
明
け
早
々
に
発
生
し
た
「
令
和
六
年
能
登
半

島
地
震
」
と
命
名
さ
れ
る
大
規
模
地
震
等
忘
れ

た
こ
ろ
に
大
き
な
災
害
が
起
き
ま
す
の
で
、
日

頃
か
ら
協
議
会
と
行
政
側
と
の
意
思
疎
通
や

各
社
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
は
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　
海
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
の
長
期
化
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

紛
争
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
早
期
の
和
平
を
願
う
ば

か
り
で
す
。
事
業
環
境
に
つ
い
て
は
、
こ
の
戦

争
の
影
響
や
気
象
変
動（
旱
魃
）、
円
安
の
動
向

と
併
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
輸
入
原
材
料

の
高
止
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
引
継
ぐ
人

手
不
足
、
賃
金
上
昇
が
追
い
つ
か
な
い
等
、

厳
し
い
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
国
内
外
の
出
来
事
で
何
か
明
る
い
話
題
が

な
い
か
と
思
い
出
せ
ば
、
三
月
に
開
催
さ
れ

た
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

２
０
２
３
で
し
ょ
う
か
。
特
に
準
決
勝
の
対

メ
キ
シ
コ
戦
の
九
回
裏
、
不
調
の
村
上（
ヤ

ク
ル
ト
）
が
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
二
点
二
塁
打
を

放
ち
六
対
五
で
勝
利
し
た
瞬
間
の
興
奮
、
翌

日
の
決
勝
戦
は
対
ア
メ
リ
カ
戦
、
三
対
二
で

迎
え
た
九
回
裏
、
大
谷
が
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
。

ツ
ー
ア
ウ
ト
を
取
り
、
バ
ッ
タ
ー
は
、
大
リ
ー

ガ
ー
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ハ
ー
ド
ヒ
ッ
タ
ー
、

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
対
戦

と
な
り
、
フ
ル
カ
ウ
ン
ト
か
ら
空
振
り
三
振

に
取
り
、
日
本
は
三
大
会
ぶ
り
三
度
目
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
年
間
を
振
り
返
れ
ば
様
々
な
出
来
事
が

あ
り
ま
す
が
、
当
協
議
会
に
於
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
引

き
継
ぐ
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
年
度
始
め

の
四
月
十
七
日
、
十
八
日
の
二
日
間
、
感
染

症
予
防
対
策
を
徹
底
し
、
第
二
十
七
回
新
入

社
員
合
同
研
修
会
を
七
社
、
二
十
七
名
の

参
加
を
頂
き
開
催
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
四

月
二
十
五
日
に
は
、
理
事
会
を
開
催
し
、
第

四
十
九
回
総
会
に
付
議
す
る
議
案
等
の
審
議

を
行
い
ま
し
た
。
　

　
五
月
に
入
り
、
第
四
十
九
回
通
常
総
会
を

五
月
十
七
日
十
六
時
よ
り
、
オ
ー
ク
ラ
千
葉

ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
、
総
会
後
の
理
事
会
で

は
退
任
及
び
後
任
の
理
事
・
監
事
に
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。
四
年
ぶ
り
と
な
る
総
会
後

の
懇
親
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
着
座
に
て

三
十
四
人
の
出
席
を
頂
き
盛
会
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
九
月
七
日
に
理
事
会
・
懇
談
会

を
二
十
名
の
出
席
を
頂
き
開
催
し
ま
し
た
。

専
門
部
会
の
活
動
に
お
い
て
計
量
部
会
で

は
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
定
期
検
査
を
四
月

十
七
日
か
ら
十
九
日
の
三
日
間
に
て
七
社
八

台
を
実
施
し
ま
し
た
。
労
働
部
会
で
は
、
第

九
十
七
回
を
数
え
ま
す
ゴ
ル
フ
大
会
を
五
月

二
十
七
日
に
名
門
袖
ヶ
浦
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ

ブ
新
袖
コ
ー
ス
に
て
行
い
会
員
の
親
睦
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
十
五
日
に
ホ
テ

ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
千
葉
に
て
第
五
十
四
回

野
球
大
会
の
前
夜
祭
を
関
係
者
五
十
名
の

参
加
を
頂
き
、
優
勝
旗
の
返
還
セ
レ
モ
ニ
ー

等
が
行
わ
れ
、
選
手
同
士
の
交
流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。
熱
戦
は
、
九
月
十
七
日
か
ら
十

月
二
十
九
日
ま
で
の
日
曜
日
を
使
い
、
十
一

チ
ー
ム
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦

は
最
終
日
に
行
わ
れ
、
十
一
年
ぶ
り
（
九
大

会
ぶ
り
）、
白
鳥
製
薬
株
式
会
社
千
葉
工
場

チ
ー
ム
が
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
十
月
は
、
前
に
記
し
ま
し
た
野
球
大
会
を
初

め
、
本
年
二
回
目
と
な
る
秋
の
陣
、
第
九
十
八

回
ゴ
ル
フ
大
会
が
袖
ヶ
浦
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

新
袖
コ
ー
ス
に
て
腕
を
競
い
、
プ
レ
ー
後
の
表

彰
式
と
併
せ
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
務
部
会
の
四
月
に
行
わ
れ
た
新
入
社
員
合



第 155 号（2）令和６年１月 31 日 ＣＦＣニュース

ナ
ー
ト
協
議
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
県

行
政
の
推
進
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、

年
頭
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

千
葉
県
知
事
　
　
熊
谷
　
俊
人

年
頭
の
ご
挨
拶

　
千
葉
市
長
　
　
神
谷
　
俊
一

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
元
日
か
ら
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や

み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

併
せ
て
、
年
始
か
ら
現
地
で
様
々
な
形
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
県
内
外

と
の
人
・
モ
ノ
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
県
内

を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
基
盤
で

す
。
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
や
北
千
葉

道
路
の
早
期
整
備
、
富
津
館
山
道
路
の
四
車

線
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
整
備
効

果
を
県
内
全
域
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、
銚
子

連
絡
道
路
や
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
な
ど
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
新
湾
岸
道
路
や
千
葉
北
西
連
絡
道
路
は
、

沿
線
市
と
と
も
に
、
計
画
の
早
期
具
体
化
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
経
済
の
回
復
を
確
か
な
も
の

と
し
、
賃
上
げ
と
消
費
拡
大
、
企
業
の
成
長

　
謹
ん
で
新

年
の
御
挨
拶

を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
一
般
社
団

法
人
千
葉
食

品
コ
ン
ビ

　
一
般
社
団

法
人
千
葉
食

品
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
協
議

会
の
皆
様
、

謹
ん
で
新
年

の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
協
議
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
加
瀨

会
長
を
中
心
に
一
致
団
結
さ
れ
、
豊
か
で
安

全
な
食
の
安
定
供
給
を
通
じ
、
市
民
生
活
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
、
さ
ら
に
は
、
本
市
経
済
の
振
興
・
発

展
は
も
と
よ
り
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
多
大

な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
経
済
・
社
会
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
五
類
へ
と
移
行
し
、
市
内
の
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
本
格
的
に
実
施
・
再
開
さ
れ
、
社

会
経
済
活
動
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活
気

や
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、
明
る
い
兆
し
が
見

え
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
五
月
に
は
、
世
界
最
高
峰
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
の
国
際
競
技
大
会
「
X 

G
a
m
e
s 

C
h
i
b
a 

2
0
2
3
」
が
二
年
連
続
で

Z
O
Z
O
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
に
は
、
千

同
研
修
会
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
七
社
、

二
十
六
名
の
参
加
に
て
行
な
い
ま
し
た
。
十
月

二
十
五
日
開
催
の
理
事
会
は
、二
〇
二
三
年（
令

和
五
年
）
の
上
期
収
支
報
告
等
の
審
議
を
頂

き
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
二
〇
二
四
年（
令
和
六
年
）、
年
が
明
け
て
、

当
協
議
会
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
新
年
賀

詞
交
換
会
は
、
毎
年
百
五
十
名
前
後
の
会
員
企

業
、
役
職
員
皆
様
の
参
加
を
頂
き
会
員
企
業
様

の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
四
年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
が
一
月
十
九
日
に
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル

に
て
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
様
々
な
影
響
が
引
き
続
く
中
で
、

会
員
交
流
や
行
政
機
関
と
の
情
報
交
換
・
コ
ン

タ
ク
ト
、
特
に
二
〇
二
三
年（
令
和
五
年
）十
月

よ
り
施
行
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対
す
る

協
議
会
対
応
な
ど
を
速
や
か
に
行
っ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
事
務
局
に

対
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
の
干
支
の
「
甲
辰
」
は
、
生
命
や
物
事

の
始
ま
り
と
と
も
に
、
自
然
万
物
が
振
動
し

草
木
が
成
長
し
て
活
力
が
旺
盛
に
な
る
状
態

を
表
す
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
先
ず
は
、
ご

自
身
の
健
康
を
第
一
と
し
、
全
て
の
活
動
の

源
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
一
般
社
団
法
人
千

葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
協
議
会
会
員
各
社
様

は
、
日
本
で
も
有
数
な
食
料
品
の
一
大
供
給

地
、
重
要
な
食
品
関
連
業
界
の
集
合
体
と
し

て
地
域
経
済
、
市
民
生
活
は
も
と
よ
り
、
日

本
の
食
を
支
え
担
っ
て
参
り
ま
し
た
。
本
年

に
お
き
ま
し
て
も
そ
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、

各
社
の
協
調
体
制
の
下
、
活
動
を
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
行
政
機
関

と
の
連
携
と
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
頂
く
中
、

会
員
各
社
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
今
年
一
年
、
会
員
各
社
様
の
益
々
の
ご
発

展
と
従
業
員
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈

念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

な
ど
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
、
中
小
企

業
の
D
X
等
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
、
リ

ス
キ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
人
材
の
確
保
・
育
成

を
支
援
し
ま
す
。

　
県
誕
生
一
五
〇
周
年
を
機
に
、
昨
年
六
月

か
ら
「
千
葉
県
誕
生
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
」

を
開
始
し
、
県
内
各
地
で
記
念
パ
レ
ー
ド
や

芸
術
祭
、
民
間
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
多
彩

な
行
事
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
せ

ず
、
改
め
て
県
が
市
町
村
や
企
業
等
と
と
も

に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
節
目
と

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
次
の
一
〇
〇
年
に
向
け
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
一
年
で
す
。
県
民
の
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
て
未
来
の
千
葉
県
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
一
般
社
団
法
人
千
葉
食
品
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、

会
員
企
業
の
皆
様
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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葉
市
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
「
幕
張
ビ
ー
チ

花
火
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
（
第
四
十
五
回
千

葉
市
民
花
火
大
会
）
」
や
四
年
ぶ
り
と
な
る

「
第
四
十
八
回
千
葉
の
親
子
三
代
夏
祭
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
十
一
月
二
十
三
日
に
は
、

千
葉
県
主
催
の
「
千
葉
県
誕
生
一
五
〇
周
年

記
念
パ
レ
ー
ド
」
に
併
せ
て
、
「
千
葉
湊
大

漁
ま
つ
り
」
、
「
み
ん
な
と
み
な
と
の
賑
わ
い

ま
つ
り
」
、
ま
た
夜
に
は
千
葉
中
央
公
園
で

「
Y
O
R
U
M
A
C
H
I
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
会
場
は
市
内
外

か
ら
の
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
Y
O
R
U
M
A
C
H
I
」
は
貴
協
議
会
よ
り

ご
協
賛
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
年
三
月
ま

で
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
や
フ
ー
ド
ラ
ウ
ン
ジ
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
八
月
に
電

気
、
ガ
ス
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
は
じ
め

と
す
る
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
内
中

小
企
業
者
へ
向
け
た
「
千
葉
市
中
小
企
業
者

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
高
騰
対
策
支
援
金
事

業
」
を
創
設
す
る
な
ど
、
様
々
な
支
援
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も
引
き
続

き
社
会
経
済
情
勢
の
把
握
に
努
め
、
必
要
な

支
援
を
行
い
、
市
内
経
済
の
発
展
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
い
よ
い
よ
、
官
民
連
携
で

取
組
み
を
進
め
て
き
た
生
実
本
納
線
鎌
取

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
の
産
業
用
地

「
（
仮
称
）
ネ
ク
ス
ト
コ
ア
千
葉
生
実
（
お

ゆ
み
）
」
の
造
成
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
未

来
に
向
け
た
更
な
る
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
事
業
完
了
に
向
け
引
き
続
き
全
面
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
〇
二
四
年
一
月
十
九
日
（
金
）、
オ
ー
ク

ラ
千
葉
ホ
テ
ル
に
て
四
年
ぶ
り
に
新
年
賀
詞

交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
五
月

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
に
分
類
さ

れ
、
会
員
の
皆
様
も
待
ち
に
待
っ
た
当
協
議
会

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
も
約
一
五
〇
名

の
会
員
の
方
々
に
出
席
し
て
頂
き
と
て
も
盛
り

上
が
っ
た
賀
詞
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
加
瀨
会
長
に
ご
挨
拶
を
頂

き
、
続
い
て
鈴
木
副
会
長
の
乾
杯
の
ご
発
声

で
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
も
十
社
程
の

会
員
企
業
様
か
ら
福
引
大
会
の
協
賛
品
を
頂

き
ま
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
お
楽
し
み
抽
選
会
が
始
ま
り

ま
す
と
皆
様
、
一
旦
食
事
の
手
を
止
め
受
付

で
配
ら
れ
た
抽
選
カ
ー
ド
を
持
ち
一
つ
一
つ

の
抽
選
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
抽
選
会
の
途
中
、
協
賛
品
を
ご
提
供

し
て
頂
き
ま
し
た
会
員
様
か
ら
協
賛
品
の

P
R
を
兼
ね
て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
昨
年
も
着
座
な
ら
開
催
で
き
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
本
来
の
賀
詞
交
換
会
の
主
旨
と

し
て
立
食
に
よ
り
自
由
な
会
員
様
同
士
の
交

流
の
場
と
し
て
再
開
で
き
た
こ
と
が
最
高
の

歓
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
楽
し
い
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
、
最
後
は
末
川
副
会
長
に
中
締
め
の
ご

挨
拶
を
頂
戴
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

賀
詞
交
換
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
来

年
も
例
年
通
り
の
賀
詞
交
換
会
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
、
皆
様
と
明
る
い
笑
顔
で

お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
会
員
企
業
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
本
市
の
発
展
に
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
産
業
集
積
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
誠
に
心
強
く
存
じ
ま
す
。

　
今
後
も
、
会
員
企
業
の
皆
様
に
万
全
の
操

業
環
境
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
様
が
将
来
に
希
望
を
持
て

る
ま
ち
と
し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
け
る
よ

う
、
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
本
年
も
引
き
続
き
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
一
般
社
団
法
人
千
葉
食
品

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
祈
念
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会長挨拶乾杯

歓談中締め
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令
和
六
年
　
元
旦

謹
賀
新
年

　2023年７月に臨時総会（書面表決）を開催し、新たに理事２名・監事１名が就任しました。

就任理事　中村　好克　氏（千葉共同サイロ㈱代表取締役社長）

就任理事　留目　真光　氏（日清製粉㈱千葉工場長）

就任監事　武田　哲也　氏（オリエンタル酵母工業㈱千葉工場長）

　　３名とも2023年７月11日付就任、任期は2024年の通常総会終結まで

臨時総会（書面表決）開催

会
　
　
長
　
　
　
　
加
瀨
　
晴
久

副
会
長
　
　
　
　
鈴
木
　
巳
信

　
〃
　
　
　
　
　
末
川
　
裕
之

常
務
理
事
　
　
　
　
山
田
　
　
修

　
〃
　
　
　
　
　
飯
塚
　
裕
之

　
〃
　
　
　
　
　
白
鳥
　
悟
嗣

理
　
　
事
　
　
　
　
益
田
　
　
典

　
〃
　
　
　
　
　
佐
々
木
洋
治

　
〃
　
　
　
　
　
吉
留
　
宏
典

　
〃
　
　
　
　
　
川
井
　
光
弘

　
〃
　
　
　
　
　
中
村
　
好
克

　
〃
　
　
　
　
　
留
目
　
真
光

監
　
　
事
　
　
　
　
松
本
喜
代
司

　
〃
　
　
　
　
　
武
田
　
哲
也

港
湾
部
会
長
　
　
　
坂
野
　
泰
弘

労
働
部
会
長
　
　
　
野
﨑
　
延
明

計
量
部
会
長
　
　
　
下
田
　
良
一

陸
上
部
会
長
　
　
　
久
染
　
　
真

総
務
部
会
長
　
　
　
亀
井
　
聡
一

用
排
水
部
会
長
　
　
小
野
　
正
之

事
務
局
長
　
　
　
　
長
谷
川
　
恵

　
千
葉
県
臨
海
北
部
工
業
連
絡
協
議
会
（
臨

北
協
）
主
催
の
令
和
五
年
度
第
一
回
県
内
視
察

研
修
が
左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

《
第
一
回
研
修
（
県
内
視
察
）》

日
程

：

二
〇
二
三
年
十
月
二
十
七
日
（
金
）

場
所

：

日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ
株
式
会
社
（
流
山
市
）
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
柏
の
葉

（
柏
市
）
　

参
加
者

：

十
六
名
（
当
協
議
会
か
ら
は
三
名

参
加
）

　
日
本
Ｐ
Ｌ
Ｇ
（
株
）
は
、
常
磐
自
動
車

道
、
首
都
高
速
六
号
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良

好
で
関
東
広
域
配
送
の
物
流
拠
点
と
し
て
最

適
な
立
地
で
、
子
育
て
世
代
に
大
人
気
の
エ

リ
ア
の
流
山
市
に
か
つ
て
な
い
ス
ケ
ー
ル
と

最
先
端
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
備
え
た
大
規

模
多
機
能
型
物
流
施
設
で
す
。
大
き
な
物
流

倉
庫
で
働
く
人
々
の
職
場
環
境
や
近
隣
の
住

民
と
も
共
存
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
も
配

慮
し
倉
庫
の
屋
上
に
は
多
数
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
、
建
物
も
免
振
装
置
が
設
置

さ
れ
た
近
代
物
流
倉
庫
で
し
た
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
柏
の
葉

は
、
民
間
企
業
等
の
新
た
な
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
社
会
実
装
段
階
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
年
で
募
集
し
、
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
を

必
要
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
基
盤
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

な
っ
て
い
ま
す
。
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅
に

近
い
広
大
な
敷
地
に
三
井
不
動
産
が
い
ろ
い

ろ
な
企
業
の
研
究
部
門
等
集
め
、
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
よ
う
に
町
全
体
を
開
発
し
て
い

る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

＊
千
葉
県
臨
海
北
部
工
業
連
絡
協
議
会

　
千
葉
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
課
産
業
企

画
室
が
事
務
局
と
な
り
、
千
葉
市
、
習
志
野

市
、
船
橋
市
、
市
川
市
及
び
浦
安
市
の
各
団

体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
研
修
会
、
県
内
外

の
視
察
研
修
（
工
場
見
学
等
）
を
実
施
し
て

い
る
協
議
会
で
す
。
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日
程
　
二
〇
二
四
年
四
月
十
五
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
十
六
日
（
火
）

　
　
　
九
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分

場
所
　
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
三
階
　
大
会
議
室

　
　
千
葉
市
中
央
区
弁
天
三
丁
目
七
番
七
号

　
　
千
葉
市
中
央
図
書
館
内
　

　
　
T
E
L
　
〇
四
三
（
二
二
四
）
八
二
一
一

　
※
昨
年
度
の
四
月
研
修
と
同
じ
会
場
で
す
。

　
第
二
十
七
回
C
F
C
新
入
社
員
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
二
〇
二
三
年
十
月

十
七
日
（
火
）、
十
八
日
（
水
）
の
二
日
間
、

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
、
オ
フ
ィ
ス
プ
レ
イ
ズ
代
表
の
目
賀

田
美
奈
子
先
生
で
す
。
今
回
は
七
社
二
十
六

名
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
目
的
は
、

『
生
き
生
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に
基
本
を
再

確
認
す
る
（
Ｖ
Ｃ
中
心
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
身
に
着
け
る
）』
で
す
。

　
四
月
の
研
修
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
そ
の
振

り
返
り
や
今
回
の
研
修
に
望
む
こ
と
を
参

加
者
に
確
認
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で
は
、

「
組
織
で
働
く
と
い
う
こ
と
」
に
つ
い
て
疑
似

体
験
組
織
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
。
目
的
確
認
の

重
要
性
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
指
示
の
受
け
方
・

報
告
の
仕
方
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

の
重
要
性
を
再
確
認
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今

回
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
（
文
書
の

み
、言
葉
の
み
、文
書
と
言
葉
）
を
使
い
分
け
、

ど
こ
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
け
ば
相
手
に
正
確
な

情
報
が
伝
わ
る
の
か
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
形
式
で

理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　
四
月
の
新
人
研
修
で
は
、
学
生
か
ら
社
会

人
へ
と
意
識
の
切
り
替
え
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
中
心
に
研
修
を
行
い
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
で
は
、
組
織
人
と
し
て
協
業
で
き
る
人
材
に

な
る
た
め
に
、「
積
極
性
・
目
的
意
識
・
一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
重

要
性
）」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
特
に
情
報
の
取
り
扱
い
と
状
況
の
違

い
に
よ
る
伝
達
の
仕
方
の
違
い
や
分
か
り
や
す

い
説
明
の
仕
方
な
ど
を
疑
似
体
験
か
ら
学
ん

で
頂
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
生
も
参
加
姿
勢
は
前
向
き

で
、
研
修
前
か
ら
積
極
的
な
挨
拶
が
交
わ
さ

れ
、
講
義
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
は
講
師
が

何
も
言
わ
な
く
て
も
自
然
と
号
令
が
か
か
り

と
て
も
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
研
修
で
し
た
。
事

務
局
と
し
て
も
皆
さ
ん
は
こ
の
半
年
間
で
と

て
も
成
長
さ
れ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
来
年

は
新
た
に
後
輩
が
入
社
し
先
輩
と
な
る
皆
さ

ん
、
ど
う
ぞ
良
き
先
輩
と
し
て
新
入
社
員
の

お
手
本
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
次
回
二
〇
二
四
年
度
第
二
十
八
回
新
入
社

員
合
同
研
修
会
は
以
下
の
日
程
で
企
画
し
ま
す

の
で
、
是
非
多
く
の
新
入
社
員
の
方
々
に
ご
参

加
頂
き
、
研
修
会
を
通
じ
て
他
社
と
の
交
流
を

持
ち
親
睦
を
深
め
て
頂
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸

い
で
す
。
人
事
関
係
の
ご
担
当
者
様
に
は
、
是

非
研
修
風
景
を
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
頂
き
率
直

な
ご
意
見
等
を
頂
き
、
今
後
の
研
修
会
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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千
葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
協
議
会（
C
F
C
）

の
「
第
五
十
四
回
C
F
C
野
球
大
会
」
は
、

十
月
二
十
九
日
（
日
）
新
港
運
動
公
園
野
球

場
に
て
準
決
勝
戦
二
試
合
（
一
試
合
は
棄
権
）

と
決
勝
戦
が
行
な
わ
れ
、
白
鳥
製
薬
チ
ー
ム

が
十
一
年
ぶ
り
十
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。
今
年
の
決
勝
戦
は
順
当
勝
ち
の
白
鳥
製

薬
チ
ー
ム
と
敗
者
復
活
戦
を
勝
ち
抜
い
て
き

た
日
新
製
糖
チ
ー
ム
と
の
対
決
と
な
り
ま
し

た
。
全
行
程
十
七
試
合
の
う
ち
六
試
合
が
棄

権
試
合
と
な
っ
た
今
大
会
、
メ
ン
バ
ー
不
足
で

試
合
が
出
来
な
か
っ
た
チ
ー
ム
も
あ
り
事
務
局

と
し
て
は
少
し
残
念
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
千
葉
市
野
球
協
会
の
審
判
員
の

方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

白
鳥
製
薬
　
３
１
０
　
４
２
０
　
０
　
10

日
新
製
糖
　
０
０
０
　
０
０
０
　
０
　
０

（
白
）
三
田
―
大
塚

（
日
）
川
村
、
川
崎
、
田
内
―
小
林

　
白
鳥
製
薬
は
初
回
、
連
続
安
打
で
三
点
を

先
制
。
そ
の
後
も
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず
に
五

回
ま
で
に
十
点
を
奪
っ
て
試
合
を
決
め
ま
し

た
。
白
鳥
製
薬
先
発
の
三
田
翔
太
投
手
は
日

新
製
糖
打
線
を
ヒ
ッ
ト
四
本
、
五
奪
三
振
の

好
投
を
見
せ
ま
し
た
。

　
準
決
勝
戦
で
敗
れ
た
千
葉
製
粉
チ
ー
ム
と

日
新
加
工
チ
ー
ム
が
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
優
勝
監
督
は
、林
崎
薫
監
督（
白
鳥
製
薬
）、

最
優
秀
選
手
は
、
三
田
翔
太
投
手
（
白
鳥
製

薬
）、
打
撃
賞
は
、
吉
井
昭
宏
選
手
（
白
鳥

製
薬
）、
敢
闘
賞
は
田
内
龍
之
介
選
手
（
日

新
製
糖
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
尚
、
決
勝
戦
の
記
事
は
、
昨
年
十
一
月

十
日
（
金
）
の 

千
葉
日
報
千
葉
版
（
朝
刊
）

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　《
決
勝
戦
》

優
　
勝白

鳥
製
薬
チ
ー
ム

準
優
勝日

新
製
糖
チ
ー
ム

第
三
位千

葉
製
粉
チ
ー
ム

日
新
加
工
チ
ー
ム

　
第
五
十
四
回
C
F
C
野
球
大
会
開
会
式
・

前
夜
祭
を
、
二
〇
二
三
年
九
月
十
五
日

（
金
）
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に
於

い
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
合
計
十
一

チ
ー
ム
で
の
大
会
と
な
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
は
九
月
十
七
日
（
日
）
か
ら
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
今
年
も
昨
年
同
様
第
二
回
戦
ま

で
の
敗
者
が
「
敗
者
復
活
戦
」
に
臨
み
ま

す
。
今
大
会
は
六
日
間
十
七
試
合
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
開
会
式

で
は
、
最
初
に
当
協
議
会
の
鈴
木
副
会
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
昨
年
度
の
優
勝
チ
ー
ム

（
山
崎
製
パ
ン
）
、
準
優
勝
チ
ー
ム
（
日
清

製
粉
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
旗
、
優
勝
杯
、

準
優
勝
杯
が
返
還
さ
れ
、
鈴
木
副
会
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
レ
プ
リ
カ
を
贈
呈
し
て
頂
き
ま

し
た
。

Ｃ
Ｆ
Ｃ
野
球
大
会
前
夜
祭

優勝旗返還（山崎製パン）

準優勝杯返還（日清製粉）

　
直
後
の
前
夜
祭
は
、
末
川
副
会
長
の
乾
杯

の
ご
発
声
で
始
ま
り
、
今
年
も
各
チ
ー
ム
よ

り
「
今
大
会
の
抱
負
」
を
発
表
し
て
頂
き
ま

し
た
。
四
年
ぶ
り
に
立
食
形
式
の
懇
親
会
で

し
た
が
、
他
の
チ
ー
ム
の
選
手
同
士
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
親
睦
を
深
め
て
頂
き
、

最
後
の
中
締
め
は
野
﨑
労
働
部
会
長
の
一
本

締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

末川副会長乾杯

野﨑部会長中締め

野
球
大
会
試
合
結
果
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　（
十
月
二
十
九
日
　
第
一
試
合
）

白
鳥
製
薬
　
１
０
１
　
０
８
　
10

千
葉
製
粉
　
０
０
０
　
１
１
　
２

（
五
回
時
間
切
れ
ゲ
ー
ム
）

（
白
）
大
塚
―
松
坂

（
千
）
近
藤
―
蔵
下

　
今
回
の
準
決
勝
戦
は
本
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

勝
抜
い
て
き
た
白
鳥
製
薬
と
千
葉
製
粉
の
対

戦
。
白
鳥
製
薬
は
、
初
回
に
四
球
の
走
者
を

安
打
で
返
し
一
点
を
先
制
。
千
葉
製
粉
は
、

4
回
四
球
と
相
手
エ
ラ
ー
で
一
点
を
返
す

が
、
白
鳥
製
薬
は
五
回
に
四
死
球
と
エ
ラ
ー

を
絡
め
二
安
打
で
大
量
八
点
を
追
加
し
試
合

を
決
め
た
。
白
鳥
製
薬
の
大
塚
投
手
は
、
強

力
打
線
の
千
葉
製
薬
を
二
安
打
に
抑
え
決
勝

戦
へ
駒
を
進
め
た
。

（
十
月
二
十
九
日
　
第
二
試
合
）

　
準
決
勝
戦
も
う
一
試
合
は
、
前
々
回
優
勝

の
日
新
加
工
は
メ
ン
バ
ー
が
揃
わ
ず
棄
権
、

敗
者
復
活
戦
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
日
新
製
糖

が
不
戦
勝
。
下
剋
上
の
日
新
製
糖
が
、
決
勝

進
出
を
決
め
た
。

◎
九
月
十
七
日
（
大
会
一
日
目
）

※
試
合
会
場
は
す
べ
て
新
港
運
動
公
園
野
球
場

△
一
回
戦
（
第
一
試
合
）

　
大
会
初
日
第
一
試
合
は
、
日
新
製
糖
は
メ

ン
バ
ー
が
揃
わ
ず
千
葉
製
粉
が
不
戦
勝
。
日

新
製
糖
は
敗
者
復
活
戦
に
臨
む
。

優勝　白鳥製薬チーム

△
一
回
戦
（
第
二
試
合
）

不
二
製
油
　
１
０
０
　
０
０
０
　
１

白
鳥
製
薬
　
０
４
０
　
０
０
×
　
４

　（
六
回
時
間
切
れ
ゲ
ー
ム
）

（
不
）
中
井
、
菊
地
―
菊
地
、
野
田

（
白
）
三
田
、
西
村
、
林
崎
―
柴
崎

　
不
二
製
油
は
初
回
二
安
打
で
一
点
を
先
取
。

そ
の
後
ヒ
ッ
ト
を
四
本
放
つ
も
散
発
に
終
わ
り

追
加
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一

方
白
鳥
製
薬
は
二
回
に
四
連
続
安
打
で
効
率

よ
く
四
点
を
あ
げ
試
合
を
決
め
た
。

△
一
回
戦
（
第
三
試
合
）

日
新
化
工
　
　
　 

１
０
０
　
０
５
３
　
９

新
東
日
本
製
糖
　 

０
０
０
　
０
０
－
　
０

　（
六
回
表
時
間
切
れ
ゲ
ー
ム
）

（
日
）
高
野
―
山
崎

（
新
）
奥
村
―
河
野

　
日
新
化
工
は
初
回
ヒ
ッ
ト
二
本
で
一
点
を

先
制
。
五
回
も
ヒ
ッ
ト
四
本
と
相
手
エ
ラ
ー

で
大
量
五
点
を
加
点
し
試
合
を
決
め
た
。
対

　《
準
決
勝
戦
》

　《
一
回
戦
》

す
る
新
東
日
本
製
糖
は
二
回
に
四
番
が
ヒ
ッ

ト
を
放
つ
も
日
新
化
工
の
高
野
投
手
に
ヒ
ッ

ト
一
本
、
五
奪
三
振
に
抑
え
ら
れ
無
念
の
敗

退
。
大
会
規
程
に
よ
り
六
回
表
時
間
切
れ
に

よ
り
試
合
終
了
と
な
っ
た
。

◎
九
月
二
十
四
日
（
大
会
二
日
目
）

△
一
回
戦
（
第
一
試
合
）

サ
ミ
ッ
ト
製
油
　
　
　
　
１
０
０
　
０
　
１

日
本
タ
ン
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
　
４
１
５
　
６
　
16

　（
四
回
時
間
切
れ
ゲ
ー
ム
）

（
サ
）
鳥
越
、
近
藤
―
根
本

（
日
）
土
井
―
遠
藤

　
サ
ミ
ッ
ト
製
油
は
初
回
ヒ
ッ
ト
二
本
で
一
点

を
先
制
す
る
も
ヒ
ッ
ト
三
本
に
抑
え
ら
れ
敗

退
。
日
本
タ
ン
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
初
回
四
死
球

の
ラ
ン
ナ
ー
が
盗
塁
、
ヒ
ッ
ト
四
本
を
つ
な
げ

四
点
を
先
制
。
三
回
は
投
打
に
大
活
躍
の
土
井

投
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
含
む
ヒ
ッ
ト
五
本
で
五

点
を
追
加
。
試
合
は
五
盗
塁
、
十
二
本
の
ヒ
ッ

準優勝　日新製糖チーム
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ト
を
放
ち
大
量
十
六
点
を
獲
得
し
快
勝
し
た
。

△
第
二
回
戦
（
第
二
試
合
）

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
産
業
　
２
０
０
　
０
０
　
２

千
葉
製
粉
　
　
　
　
　
４
０
３
　
０
２
　
９

　（
五
回
時
間
切
れ
ゲ
ー
ム
）

（
ニ
）
齊
藤
、
大
久
保
―
大
賀

（
千
）
谷
川
―
蔵
下

　
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
産
業
は
、
初
回
ヒ
ッ
ト
五
本

を
集
中
し
二
点
を
先
制
。
千
葉
製
粉
も
初
回

長
短
打
五
本
を
集
中
し
一
挙
四
点
を
上
げ
逆
転

に
成
功
。
三
回
は
ヒ
ッ
ト
二
本
と
相
手
エ
ラ
ー

で
三
点
を
追
加
。
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
産
業
は
二
回

以
降
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
に
抑
え
ら
れ
敗
退
し
た
。

△
第
二
回
戦
（
第
三
試
合
）

白
鳥
製
薬
　
　
２
０
１
　
０
０
１
　
３
　
７

山
崎
製
パ
ン
　
０
０
０
　
０
０
３
　
２
　
５

（
白
）
亀
山
、
三
田
―
大
塚

（
山
）
松
本
、
大
橋
―
内
山

　
白
鳥
製
薬
は
初
回
四
球
と
ヒ
ッ
ト
二
本
で

二
点
を
先
制
、
三
回
は
相
手
エ
ラ
ー
か
ら
ノ
ー

ヒ
ッ
ト
で
一
点
を
追
加
。
六
回
は
吉
井
主
将
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
加
点
。
一
方
山
崎
製
パ
ン
は
五

回
ま
で
ヒ
ッ
ト
二
本
に
抑
え
ら
れ
た
が
六
回
に

相
手
エ
ラ
ー
と
連
打
で
三
点
を
返
し
た
。
白
鳥

製
薬
は
七
回
相
手
エ
ラ
ー
と
ヒ
ッ
ト
一
本
で
三

点
を
追
加
し
試
合
を
決
め
た
。
山
崎
製
パ
ン

も
最
終
回
死
球
と
連
打
で
二
点
を
上
げ
た
が

後
続
を
断
た
れ
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。

◎
十
月
一
日
（
大
会
三
日
目
）

△
第
二
回
戦
（
第
一
試
合
）

　
日
清
製
粉
対
日
新
化
工
は
、
日
清
製
粉
が

メ
ン
バ
ー
揃
わ
ず
棄
権
と
な
り
日
新
化
工
の

不
戦
勝
。

△
敗
者
復
活
戦
（
第
二
試
合
）

不
二
製
油
　
０
０
０
　
０
０
　
０

日
新
製
糖
　
１
１
５
　
６
×
　
13

　（
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

（
不
）
中
井
―
菊
地

（
日
）
七
尾
―
小
林

　
日
新
製
糖
は
初
回
ヒ
ッ
ト
二
本
で
一
点
先

制
。
三
回
は
七
番
川
村
の
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン

も
あ
り
一
挙
五
点
を
追
加
。
四
回
も
長
短
打

五
本
の
連
続
安
打
で
六
点
を
挙
げ
快
勝
し

た
。不
二
製
油
は
七
尾
投
手
に
散
発
三
安
打
、

九
奪
三
振
に
抑
え
ら
れ
零
敗
。

△
敗
者
復
活
戦
（
第
三
試
合
）

　
新
東
日
本
製
糖
対
サ
ミ
ッ
ト
製
油
は
、
サ

ミ
ッ
ト
製
油
が
メ
ン
バ
ー
揃
わ
ず
棄
権
と
な

り
新
東
日
本
製
糖
の
不
戦
勝
。

◎
十
月
八
日
（
大
会
四
日
目
）

△
敗
者
復
活
戦
（
第
一
試
合
）

　
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
産
業
対
山
崎
製
パ
ン
は
、

山
崎
製
パ
ン
が
メ
ン
バ
ー
揃
わ
ず
棄
権
と
な

り
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
産
業
の
不
戦
勝
。

△
敗
者
復
活
戦
（
第
二
試
合
）

新
東
日
本
製
糖
　
３
０
０
　
１
０
２
　
　
６

日
新
製
糖
　
　
　
１
１
２
　
２
０
１
×
　
７

　（
六
回
サ
ヨ
ナ
ラ
ゲ
ー
ム
）

（
新
）
河
野
、
奥
村
―
奥
村
、
河
野

（
日
）
川
島
―
小
林

　
新
東
日
本
製
糖
は
、
初
回
四
球
と
二
安
打

で
三
点
を
先
制
。
対
す
る
日
新
製
糖
は
初
回
か

ら
四
回
ま
で
四
球
等
で
出
塁
し
た
走
者
を
少
な

い
ヒ
ッ
ト
で
効
率
よ
く
毎
回
得
点
し
逆
転
に
成

功
。
新
東
日
本
製
糖
は
六
回
に
四
連
打
で
二
点

を
挙
げ
同
点
に
追
い
つ
く
も
、
そ
の
裏
日
新
製

糖
は
三
四
死
球
で
満
塁
の
後
、
内
野
ゴ
ロ
の
間

に
走
者
が
生
還
し
サ
ヨ
ナ
ラ
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

◎
十
月
二
十
二
日
（
大
会
五
日
目
）

△
敗
者
復
活
戦
　決
勝
戦
（
第
一
試
合
）

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
産
業
　
２
４
３
　
０
０
　
　
９

日
新
製
糖
　
　
　
　
２
２
１
　
１
４
×
　
10

　（
五
回
サ
ヨ
ナ
ラ
ゲ
ー
ム
）

（
ニ
）
大
久
保
―
齊
藤

（
日
）
川
島
、
川
村
―
石
川

　
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
産
業
は
初
回
安
打
と
四
死

球
の
満
塁
か
ら
二
点
タ
イ
ム
リ
ー
、
二
回
も

五
安
打
で
四
点
を
追
加
し
三
回
ま
で
に
八
安

打
で
九
点
を
上
げ
た
。
一
方
日
新
製
糖
は
初

回
二
安
打
で
二
得
点
、
二
回
は
一
番
田
内
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
二
点
を
追
加
、

そ
の
後
も
一
点
ず
つ
加
点
し
三
点
差
で
迎
え

た
五
回
裏
の
攻
撃
は
死
球
を
挟
み
二
安
打
で

二
点
、
そ
の
後
相
手
エ
ラ
ー
と
四
球
の
あ
と

三
番
堤
崎
の
サ
ヨ
ナ
ラ
ヒ
ッ
ト
で
緊
迫
し
た

試
合
を
日
新
製
糖
が
制
し
敗
者
復
活
戦
の
頂

点
に
立
っ
た
。

△
第
二
回
戦
（
第
二
試
合
）

日
新
製
糖
　
　
　
　 

１
０
４
　
０
０
０
　
５

日
本
タ
ン
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
　
１
０
２
　
０
１
０
　
４

　（
六
回
時
間
切
れ
ゲ
ー
ム
）

（
日
新
）
川
村
―
石
川

（
日
本
）
秋
山
―
遠
藤

　
敗
者
復
活
戦
を
制
し
た
日
新
製
糖
は
、
初

回
二
番
石
川
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
一
点
を
先
制
。

三
回
は
相
手
エ
ラ
ー
と
四
安
打
で
四
点
を
追
加

し
た
。
日
本
タ
ン
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
ヒ
ッ
ト
二

本
で
一
点
を
返
し
、
三
回
も
四
球
の
走
者
を
二

本
の
安
打
で
二
点
を
加
点
、
五
回
も
四
球
の

走
者
を
ヒ
ッ
ト
で
返
す
も
一
点
止
ま
り
。

　
下
克
上
を
駆
け
上
が
っ
た
日
新
製
糖
が
最

後
の
ベ
ス
ト
四
に
名
乗
り
を
上
げ
た
。
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環
境
美
化
活
動

　
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
食
品
工
業
団
地
内

の
環
境
美
化
を
目
指
し
、
道
路
上
の
「
空
き

缶
・
タ
バ
コ
・
ご
み
の
投
げ
捨
て
」
を
無
く

す
活
動
と
し
て
、
毎
月
第
三
水
曜
日
の
九
時

か
ら
一
斉
清
掃
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
会
員
各
社
様
の
ご
協
力
に
よ
り
美

化
活
動
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
千
葉
食
品
工
業
団
地
内
の
立
看
板
（
案
内

地
図
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
）
も
一
昨
年

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
好
評
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も「
捨
て
な
い
心
」

で
団
地
内
の
環
境
美
化
活
動
に
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　（
陸
上
部
会
）

編
集
後
記

　
今
年
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。
本
震
災
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
二
〇
二
三
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
五
月
に
五
類
に
分
類
さ
れ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
四
月
、
五
月
、
十
月
の
理
事
会
は
予

定
通
り
開
催
で
き
、
各
議
案
を
ご
審
議
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
五
月
の
通
常
総
会
も
対
面
で

開
催
さ
れ
、
総
会
後
は
三
年
ぶ
り
に
着
座
で

の
懇
親
会
も
開
催
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他

第
九
十
八
回
　

Ｃ
Ｆ
Ｃ
ゴ
ル
フ
大
会

　
二
〇
二
三
年
十
月
十
四
日
（
土
）
袖
ヶ

浦
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
新
袖
コ
ー
ス
に

て
、
第
九
十
八
回
C
F
C
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
中
五
組

十
八
名
の
方
に
参
加
者
し
て
頂
き
ま
し

た
。
十
月
と
い
う
の
に
少
し
汗
ば
む
感
じ

の
良
い
天
気
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
は
そ

れ
ぞ
れ
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し

た
。
今
回
も
プ
レ
ー
終
了
後
に
パ
ー
テ
ィ

ル
ー
ム
に
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
村
好
克
氏
（
千
葉
共
同
サ
イ
ロ
㈱
）

が
初
参
加
で
優
勝
。
準
優
勝
は
前
回
優
勝

者
の
益
田
典
氏
（
ミ
ヨ
シ
油
脂
㈱
）。
中

村
氏
は
グ
ロ
ス
八
十
四
で
ベ
ス
グ
ロ
賞
も

獲
得
。
ド
ラ
コ
ン
賞
・
ニ
ア
ピ
ン
賞
そ
の

他
特
別
賞
の
発
表
に
皆
様
一
喜
一
憂
し
な

が
ら
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
表
彰
式
の
後
も
皆
様
名
刺
交
換
や
挨

拶
を
交
わ
さ
れ
、
普
段
は
な
か
な
か
お
会

い
で
き
な
い
方
々
も
親
睦
を
深
め
て
頂
け

る
場
と
な
っ
て
お
り
、
皆
様
と
て
も
楽
し

ん
で
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
次
回
、
第
九
十
九
回
C
F
C
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
二
〇
二
四
年
六
月
八
日
（
土
）

袖
ケ
浦
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
袖
ケ
浦

コ
ー
ス
）
に
て
開
催
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第98回CFCゴルフ大会

第 98 回ゴルフ大会表彰式

様
々
な
行
事
で
は
、
春
の
新
入
社
員
合
同
研

修
会
、
秋
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
、
春

秋
の
ゴ
ル
フ
大
会
、
秋
の
野
球
大
会
も
無
事

に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

直
近
の
一
月
に
は
一
五
〇
名
以
上
の
会
員
様

に
お
集
ま
り
頂
き
四
年
ぶ
り
に
新
年
賀
詞
交

換
会
も
立
食
ス
タ
イ
ル
で
開
催
で
き
、
皆
様

の
親
睦
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。
一
年
前
の

編
集
後
記
で
は
こ
う
な
る
こ
と
を
願
う
と
記

し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
計
画
し
た
行
事
が

一
〇
〇
％
実
行
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
計

画
通
り
い
き
ま
す
よ
う
に
！
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NO 事 業 所 名 郵便番号 所 在 地 電 話 番 号

１ オリエンタル酵母工業株式会社千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 8 − 2 043-244-6111

２ 株式会社関電工　東関東営業本部　千葉支店 260-8558 千葉市中央区新宿 2 − 1 − 24 050-3139-8100

　　〃　　　　　　〃　　 千葉営業所 261-0002 千葉市美浜区新港 46 050-3139-8104

３ 関東港業株式会社　千葉営業所 261-0002 千葉市美浜区新港 58 − 2 043-241-1721

４ 関東砂糖株式会社　 （本社） 104-0033 東京都中央区新川 2− 9 − 1 新川 KHビル 4 階 03-3555-1900

5 サミット製油株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 38 043-242-3351

6 サミット美浜パワー株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 35 043-238-7997

7 白鳥製薬株式会社　 （本社） 261-7128 千葉市美浜区中瀬2−6−1 WBGマリブイースト28F 043-307-8977

   　〃         千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 54 043-242-7631

8 新東日本製糖株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 36 043-242-8641

９ 大東製糖株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 44 043-302-3108

10 大有株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 13 043-204-5061

11 千葉共同サイロ株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 16 043-241-1231

12 千葉県米穀株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 10 043-242-6151

13 千葉製粉株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 17 043-241-0111

14 千葉埠頭サイロ株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 17 043-248-2226

15 株式会社ニチレイフーズ 261-0002 千葉市美浜区新港 9 043-248-2107

16 日新製糖株式会社 103-8536 東京都中央区日本橋小網町 14 − 1 03-3668-2422

   　　　〃       　 千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 52 ㈹ 〃 　

17 日清製粉株式会社　千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 8 − 1 043-246-7101

18 一般財団法人 日本穀物検定協会 261-0002 千葉市美浜区新港 60 − 2 043-241-9308

19 日本サイロ株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 3 − 2 043-241-0316

20 日本タンクターミナル株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 2 − 1 043-238-6211

21 日本甜菜製糖株式会社 108-0073 東京都港区三田 3 − 12 − 14　ニッテン三田ビル 03-6414-5522

　    　　　〃       　 千葉物流センター 261-0002 千葉市美浜区新港 30 043-301-7714

22 ニューポート産業株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 50 043-246-5502

23 株式会社ネオテック 261-0002 千葉市美浜区新港 28 − 1 043-247-9101

24 株式会社フロンティア 261-0002 千葉市美浜区新港 42 − 4 043-301-8338

25 古谷乳業株式会社 260-0013 千葉市中央区中央 3 − 10 − 6 　北野京葉ビル 4 階 043-241-0331

26 不二製油株式会社　千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 35 − 1 043-204-3399

27 株式会社美浜フーズ 261-0002 千葉市美浜区新港 12 043-247-1553

28 ミヨシ油脂株式会社　千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 2 − 5 043-247-3440

29 向島運送株式会社 千葉美浜事業所 261-0002 千葉市美浜区新港 27 043-203-5201

30 山崎製パン株式会社　千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 22 043-246-7111

31 理研ビタミン株式会社　千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 56 043-243-1122

　　（　計　31 社　）

2024年１月１日現在

一般社団法人　千葉食品コンビナート協議会　会員一覧


